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I　 緒 言

BCG接 種後の ツ反応陽性率の 持続 を長期 にわた り

観察 した報 告は少ない。わが国の乾燥BCGワ クチ ン

の力価 は高 く,接 種後 のツ反応 陽性率 は ワクチ ンの改 良

とと もに高 くなつて いる もの と考 え られ る。 この実態 を

明 らかにす るた め乾燥BCG接 種後の ツ反応陽性率 を

長期に観察 し,陽 性率の持続 に影響す る諸要因につい て

分析 した。

II　研 究 方 法

昭和26～28年 に東京近郊の小学校へ入学 したこ学童の

中か ら,入 学時BCG初 接種者を選び,ツ 反 応の陽性

率持続期間を検討 した。

1. BCG接 種 およびツ反応 検査方 法

日本BCG製 造株式会社製の乾燥BCGワ クチ ンお

よび市販2,000倍 希釈 旧ツ液 を用 いた。BCG接 種 は

ツ反応が 陰性 および 疑 陽性 の ものに対 してBCG0 .1

ml(0.04mg)を 左側上謄外側の皮 内に接種 した。 ツ反

応 はツ液0.1mlを 左側前膊屈側 中央部 に皮内注射 し,

注射後48時 間判定において,発 赤の大 きさ10mm以

上 を陽性 とした。昭和32年 度か らは ツ反応の反復検査

に よる影響を考慮 して左右前膊屈側の上部 と下部に注射

部位 をつ ぎつぎ と変 えて観察 した。

2.　 ツ反 応検査 の間隔 とBCG再 接種 の時期

定期 の ツ反応検査 は原 則 として 毎年春秋2回 行なつ

たが 昭和31年 度 まで は年に7～8回 行 なつ た集 団 も

ある。BCGの 再接種 は ツ反応が陰性 または 疑陽性に

転化 した場合(以 後 陰転 と総称)に ただ ちに行なわず,

数回の検査 で確実に陰転 した ことを確か めてか ら接種 し

た。 しか し一部には陰転 を認 めてす ぐに接種 した例 もあ

る。

3.　 集計方法

昭和26～28年 の入学時にBCG初 接種を受 けた も

のが その後 ツ反応検査を毎回 もれな く全員受 けてい るわ

けではな く,実 際には検査 もれの例が散見 され るので,

そのツ反応成績 不明の部分 は前後の成績 を参考に して推

定 を行 なつ た。す なわち前後の成績が陽性 な ら不明部分

は推定陽性 と し,ま たBCG接 種後6カ 月 目の 成績

不明で,1年 後に陽性の もの は6カ 月 目 も推定陽性 と

したこ。途中か ら転校,休 学な どの理 由で観察 か ら脱 落 し

た例 については,観 察 で きた 期 間の 成績 を 集計 に 加 え

た。 ツ反応 の陽性率(Pn)の 算 出はlife table法 によ

つ た。す なわちBCG接 種後n年 目の ツ陽性者(bn)

の うち(n+1)年 まで の 間 の 陰 転 数(Cn+1)か ら

陰 転 率(an+1)=Cn+1/bn+1を 求 め,(n+1)箱

のツ陽性率Pn+1=Pn(1-an+1)と し た。 この

さいの ツ陽性者 中にはBCG接 種 による陽性の みな ら

ず,BCG接 種後に 自然感染を受 けた もの も一部含ま

れてい ると考 え られ るが,こ の点 については後で考察 す

る。

III　研 究 成 績

入学時のBCG初 接種者は 昭和26年 度 入 学 男子

252名,女 子231名,27年 度入学男子394名,女 子

282名,28年 度男子549名,女 子492名,合 計2,200

名で入学者の約1/4に あた る。

1. BCG初 接種後 のツ陽性率 の持続

小学校入学時 には じめてBCGを 接種 した ものの う

ち,ツ 反応 成績 の 明 らかな2,128名(男1,158,女

970)に ついてツ陽性率 の持続 をみ ると表1,図1の よ

うに なる。すなわ ちツ陽性率を入学年度別,性 別にみ る

とBCG接 種後6カ 月 では 昭和26年 度 入 学 男 子

67.6%,女 子75.7%,27年 度 入学男子78.4%,女

子87.5%,28年 度 入学 男子85.6%,女 子89.9%

で,同 一年度 の 入学者で は 女子が 男子 よ りも高率で あ

り,さ らに全観察 を通 じて女子が男子 よ りも高率 となつ

て いる。 また陽 性率の低下をみて も男子は女子よ り も急

速に陽性率が低下 してい る。陽性率は観察期 間が長 くな

るにつれて減少 の割合が減少 し,次 第 に一定値 に近づ く

傾 向が あ る。26年 度入学者 は 男 女 と も27,28年 度入

学者 よ りも陽性率がか な り低 く,27年 度 と28年 度 入

学者の間で はやや28年 度入学者のほ うが高 くなつてい

る。 ツ ・ア レルギーの持続期 間をツ陽性率が50%に 低
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下す るまでの推定期間で表わす と,26年 度入学 男子1

年,女 子2年,27年 度入学男子2年,女 子4年,28

年度入学男子2年,女 子6年 とな る。 この期間は ツ陽

性率 の持続期間の 比較 に便利で ある。

Table 1 Rate of tuberculin positive reaction after primary BCG vaccination.

2. BCG再 接 種後 の ツ陽性率 の持続

初接種後の ツ反応追求検査で ツ反応が陰転 し,BCG

を再接種 された1,473名(男881,女592)の うち,

再接種後 のツ反応成績の明 らか な1,404名(男866,女

538)に ついて再接種後 の ツ陽性率 を調査 した。 す なわ

ち 表2,図2に み るごと く,再 接種後 の ツ陽性率 を入

学年度別,性 別 にみると,再 接種後6カ 月では昭和26

年 度入学 男子81.6%,女 子85.0%,27年 度入学男

子94.3%,女 子96.6%,28年 度 入学 男子87.7%,

女子90.5%で あつて,ツ 陽性率の持続 期間を ツ陽性

率が5Q%に 低下す るまでの推定期間でみ ると,26年

度 入学 男子3年,女 子3。5年,27年 度入学男子4年,

女 子は6年 冒で53.8%で 観察 期間 中で は50%以

上の陽性率を保 ち,28年 度入学 男子3.5年 ・女子4.5

年で,ツ 陽性率 は初接種の場合 と同様に同一入学年度 で

は女子が男子 よ りも高 くなつてい る。 また男女別の陽性

率 曲線 の下 り方 は初接種の ときほ ど男女差が明 らかでな

いが,28年 度 入学者 以外 は 男子 の方が 女子 よ りも低下

が急速で ある。入学年度別にみ ると26年 度 入学者が一

番劣 るの は初接種の場合 と同様であ るが,27年 と28年

度 入学者 では27年 度入学者のほ うが優れた 成 績 を 示

してい る9こ こで初接種 と再接種後の ツ陽性率 を比較 し
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て みると同一年度入学者では初接種後の ツ陽性率 よ りも 再接種後 のそれが高 くなつてい る。

Table 2 Rate of tuberculin positive reaction after booster BCG vaccination.

•¦ observed cases less than 25.

BCG再 接 種群 は観察期 間中の種 々の時期 にBCG

を再接種 された ものによつて構成 されてい る。 そこでツ

反応 陽転 の難 易の程度 をみ る目的で,初 接種か ら再接種

までの期 間を3つ に分 けて 再接種後の ツ陽性率の変化

を調査 した。 す なわ ち表3,図3に みるごと く,再 接

種後6カ 月目にお けるツ陽性率 は初接種後1年 以内に

再接種 を受 けた群518名(男346,女172)で は 男子

82.9%,女 子82.6%,初 接種後1～3年 に再接種

され た群675名(男408,女267)で は男子90.9%,

女子95.5%,初 接種後3年 以後 に再接種 された群211

名(男112,女99)で は 男子98.2%,女 子93,9%

で,ツ 陽性 率は男子 では初接種 か ら再接種 までの期間が

長 いほ ど陽性率 は高 く,持 続 も長 く,女 子で は1年 以

内に再接種 され た ものの陽性率 は他に比 して明 らかに低

く,陽 性率の低下 も早いが,1年 以上では大体同 じよ う

な陽性率の動 きを示 してい る。

3. BCG接 種後の ツ反応陽性の強 さ

BCG初 接種後の ツ陽性の強 さを(+++),(++),(+)

に分 け,そ れぞれの陽性率 をみ ると表1,図4～6の

ごと くにな る。BCG初 接 種後6カ 月目 で は,昭 和

26年 度 入学 男子が(+++)0.8%,(++)11.1%,(+)

55.7%,女 子が(+++)1.4%(++)19.4%,(+)54.9
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Fig. 1 Rate of tuberculin positive reaction 

after primary BCG vaccination.

Fig. 2 Rate of tuberculin positive reaction 

after booster BCG vaccination.

Table 3 Rate of tuberculin positive reaction after booster vaccination observed by 

intervals from primary to booster inoculation.

*observed cases less than 25.

%,27年 度 入 学 男 子 が(+++)2.1%,(++)27.7%,

(+)48.6%,女 子 が(+++)5.7%,(++)28.9%,

(+)52.9%で,28年 度 入 学 男 子 が(+++)1.7%,

(++)14.6%,(+)69.3%,女 子 が(+++)3.1%,

(++)21.7%,(+)65.0%と なつ て い る。 以 後 接 種

後2年 目ま で に(++)の 率 は急 激 に減 少 し,(+)の 率

は1年 ま で 不 変 あ るい は 一 時 増 加 し,そ の 後 減 少 して

い る。 ま た26年 度 入 学 で は6～7年 目,27年 度 入

学 で は5～6年 目,28年 度 入学 で は4～5年 目か

ら(++),(+++)の 率 の上 昇 を認 め るが,こ れ は ち よ うど

ツ反 応検 査 の注 射 部位 を常 用 部 位 か ら非 常 用 部 位 に変 え

た 時期 と一 致 して い る。 同一 入 学 年 度 に お い て は(++),

(+++)の 率 が 女 子 に や や 高 くなつ て い るが,非 常 用 部 位

での検査に変 えてか らは両者に差 は認 められな くなつて

い る。

再接種後の ツ陽性の強 さ別の陽性率を同様にみ ると表

2,図7～9の ごと く大体 において初接種の場 合と同様

の傾向 を示すが,異 なる点 は(+)の 率が高 く,接 種後

2年 目までの(++)の 率が初接種の場合 よ りも低 くなつ

ていることで ある。 また再接種 を行なつた時期は種 々で

あるため,ツ 反応検査 を非常用部位に変 えた時期は指定

で きず,(++),(+++)の 増加 はなだ らかに起 こつてい る。

(考案,総 括,文 献は その2の 末尾に一括 して示 す。)

本文の要旨 は第36同 日本結核病学会総会において報

告 した。
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Fig. 3 Rate of tuberculin positive reaction 

after booster vaccination observed 

by intervals from primary to booster 

vaccination.

Fig. 5 Rate of tuberculin positive reaction 
observed by degree of tuberculin

 reaction after primary vaccination 

(entered 1952).

Fig. 4 Rate of tuberculin positive reaction 

observed by degree of tuberculin reac

tion after primary vaccination (en

tered 1951).

Fig. 6 Rate of tuberculin positive reaction 
observed by degree of tuberculin

 reaction after primary vaccination 

(entered 1953).
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Fig. 7 Rate of tuberculin positive reaction
 observed by degree of tuberculin 

reaction after booster vaccination 
(entered 1951).

Fig. 9 Rate of tuberculin positive reaction 
observed by degree of tuberculin 
reaction after booster vaccination 
(entered 1953).

Fig. 8 Rate of tuberculin positive reaction 

observed by degree of tuberculin 
reaction after booster vaccination 

(entered 1952).


